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〈 

資
料
紹
介 

〉

　

本
稿
で
は
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
度
に
横
浜
市
歴
史
博
物
館
に
寄
託
さ
れ

た
絵
図
「〔
神
奈
川
よ
り
金
沢
ま
で
沿
岸
図
〕」（
以
下
、場
合
に
応
じ
て
「
歴
博
図
」

と
呼
称
）
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
の
解
説
を
こ
こ
ろ
み
る
。

一
、
絵
図
全
体
の
所
見

　

絵
図
（
一
鋪
）
は
折
図
（
使
用
時
に
床
面
に
広
げ
、保
管
の
際
に
折
り
畳
む
形
態
）

で
、
法
量
は
展
開
時
に
縦
三
〇
七
・
五
セ
ン
チ
、
横
一
三
三
・
〇
セ
ン
チ
。
折
り
畳
み

時
は
縦
二
七
・
〇
セ
ン
チ
、
横
二
二
・
五
セ
ン
チ
。
縦
に
八
枚
、
横
に
五
枚
、
計
四
〇

枚
の
料
紙
（
美
濃
紙
）
を
貼
り
継
い
で
い
る
。
絵
図
は
手
写
さ
れ
、
淡
く
彩
色
が

施
さ
れ
る
。
補
修
・
裏
打
ち
の
形
跡
は
な
く
、
近
年
製
作
さ
れ
た
帙
が
附
属
す
る
。

　

絵
図
の
描
く
範
囲
は
、
お
お
む
ね
武
蔵
国
橘
樹
郡
南
西
部
・
久
良
岐
郡
の
沿
岸

部
（
現
横
浜
市
鶴
見
区
～
金
沢
区
沿
岸
部
）
と
、
久
良
岐
郡
の
内
陸
部
（
大
岡
川

流
域
）
で
あ
る
。
北
東
の
端
は
東
海
道
に
沿
っ
た
神
奈
川
宿
と
橘
樹
郡
子
安
村
の

境
界
付
近
（
現
横
浜
市
神
奈
川
区
・
鶴
見
区
）、
北
西
の
端
は
橘
樹
郡
和
田
村
と

仏
向
村
の
境
付
近
（
現
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
）、
南
端
は
久
良
岐
郡
洲
崎
村
（
現

横
浜
市
金
沢
区
）・
野
島
（
現
野
島
公
園
）
ま
で
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
絵
図
は

沿
岸
部
と
東
海
道
・
浦
賀
道
（
大
岡
川
流
域
）
に
沿
っ
た
地
域
を
実
測
的
に
描
き
、

そ
れ
以
外
の
地
域
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
描
写
を
し
て
い
な
い
。

　

絵
図
に
表
題
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
蔵
書
印
等
も
見
ら
れ
な
い
。
絵
図
の

北
側
、
神
奈
川
宿
付
近
の
余
白
に
方
位
・
縮
尺
・
色
分
目
録
（
凡
例
）
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
部
分
で
文
字
の
頭
側
を
地
図
の
南
に
向
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

図
で
は
南
を
地
図
の
天
（
上
部
）、北
を
地
（
下
部
）
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
横
浜
市
域
を
広
域
的
に
描
い
た
絵
図
の
な
か
で
は
珍
し
い
。
方
位
表
示
は

四
方
向
（
東
西
南
北
）
の
み
、
縮
尺
（
分
間
）
は
「
図
記
量
百
間
以
一
寸
」
と
あ

る
の
で
、
一
間
（
曲
尺
）
を
一
・
八
一
メ
ー
ト
ル
、
一
寸
を
三
・
〇
三
セ
ン
チ
と
す

る
と
、
六
〇
〇
〇
分
の
一
の
ス
ケ
ー
ル
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
色
分
目
録

は
「
山
」「
海
川
」「
田
畑
」「
道
」「
堤
」「
村
界
」
の
六
種
類
。
た
だ
し
、
前
三

種
類
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
記
号
を
色
分
目
録
で
は
示
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
か

「〔
神
奈
川
よ
り
金
沢
ま
で
沿
岸
図
〕」
に
つ
い
て

神　

谷　

大　

介

吉　

㟢　

雅　

規
図 1　色分目録部分
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図 2　「〔神奈川より金沢まで沿岸図〕」（全体）
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図 3　「〔神奈川より金沢まで沿岸図〕」（北半分）
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図 4　「〔神奈川より金沢まで沿岸図〕」（南半分）



― 33 ―

ら
、
本
図
は
提
出
さ
れ
た
正
図
で
は
な
く
写
し
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

道
に
つ
い
て
は
東
海
道
を
太
い
赤
で
、
そ
の
他
の
道
路
を
細
い
赤
で
描
く
。
芝

生
村
か
ら
分
か
れ
る
八
王
子
道
（
和
田
村
ま
で
描
く
）、
保
土
ヶ
谷
宿
か
ら
分
か

れ
る
浦
賀
道
な
ど
の
準
幹
線
道
路
は
、そ
の
中
間
の
太
さ
に
見
え
る
部
分
も
あ
る
。

本
図
で
描
か
れ
る
範
囲
の
各
地
域
が
ど
の
よ
う
に
陸
路
連
絡
さ
れ
て
い
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
は
本
図
の
重
要
な
主
題
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
神
奈
川
宿
瀧

ノ
川
沖
～
横
浜
村
・
北
方
村
（
現
横
浜
市
中
区
）
境
間
、
神
奈
川
宿
・
子
安
村
境

沖
～
北
方
村
・
本
牧
本
郷
村
（
現
横
浜
市
中
区
）
境
間
に
水
深
の
数
値
を
記
し
た

直
線
が
引
か
れ
て
い
る
の
も
、
本
絵
図
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。

　

な
お
、
絵
図
は
寄
託
者
（
横
浜
市
在
住　

川
島
憲
一
氏
）
が
購
入
し
た
も
の
で

あ
り
、
寄
託
者
の
家
に
伝
わ
っ
た
伝
世
資
料
で
は
な
い
。

二
、
絵
図
の
作
製
年
代
と
背
景

　

本
図
の
作
製
年
代
と
作
製
の
背
景
に
つ
い
て
、
酷
似
す
る
絵
図
、
本
図
内
の
書

き
込
み
、
歴
史
資
料
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

酷
似
す
る
絵
図
の
存
在

　
「〔
神
奈
川
よ
り
金
沢
ま
で
沿
岸
図
〕」と
同
じ
範
囲
を
、本
図
同
様
の
描
写
方
法
・

筆
致
で
写
し
た
絵
図
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
本
図
の
一
部
分

（
神
奈
川
宿
・
横
浜
村
付
近
）
に
酷
似
す
る
絵
図
が
存
在
す
る
。
慶
應
義
塾
図
書

館
が
所
蔵
す
る
「
安
政
二
卯
年
四
五
月
中
実
測
横
浜
金
川
砲
台
建
築
ニ
付
出
張
取

調
之
測
量
地
図
」（
四
八
×
六
六
セ
ン
チ
、
以
下
「
金
川
図
」
と
す
る
）
で
あ
る
。

作
者
は
図
へ
の
書
き
込
み
か
ら
勝
麟
太
郎
（
海
舟
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　
「
金
川
図
」
は
、
北
は
神
奈
川
宿
か
ら
保
土
ケ
谷
宿
、
そ
し
て
帷
子
川
河
口
部

を
へ
て
戸
部
村
・
野
毛
浦
、
さ
ら
に
横
浜
村
・
吉
田
新
田
ま
で
を
描
く
が
、
そ
の

内
容
と
描
き
方
は
「
歴
博
図
」
に
相
当
似
通
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
帷
子
川
河

口
部
の
新
田
の
形
、新
田
の
堤
を
太
い
黒
で
強
調
す
る
描
写
方
法
、海
上
の
洲（「
干

潮
之
節
出
洲
」）
の
範
囲
と
そ
の
文
言
ま
で
同
一
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
二
図

に
は
左
記
の
よ
う
な
違
い
も
見
ら
れ
る
。

・�

全
体
的
に
、「
歴
博
図
」
に
見
ら
れ
る
地
名
の
書
き
入
れ
を
「
金
川
図
」
で
は

省
略
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
（
村
界
・
寺
社
名
・
山
名
・
橋
名
な
ど
）。
ま
た
、

描
か
れ
て
い
る
民
家
等
の
描
写
は
「
金
川
図
」
の
ほ
う
が
粗
く
、
家
数
を
減
ら

し
て
い
る
部
分
も
見
受
け
ら
れ
る
。

・�「
金
川
図
」
で
は
、
瀧
ノ
川
河
口
付
近
の
神
奈
川
台
場
建
造
地
に
黒
線
で
そ
の

輪
郭
が
描
か
れ
る
。
ま
た
、
横
浜
村
弁
天
社
付
近
の
海
岸
部
と
海
上
に
も
点
線

の
囲
み
が
あ
る
。こ
ち
ら
も
台
場
建
造
候
補
地
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

い
ず
れ
も「
歴
博
図
」に
は
描
か
れ
な
い
。
た
だ
し
、「
歴
博
図
」に
は
神
奈
川
宿
・

子
安
村
境
よ
り
や
や
西
側
海
岸
部
に
黒
線
で
示
さ
れ
る
囲
み
が
あ
る
が
、
こ
れ

が
台
場
（
並
木
町
台
場
）
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
後
述
）。

・�「
歴
博
図
」
に
は
現
在
の
横
浜
港
域
に
、
水
深
を
測
っ
た
以
下
の
二
本
の
直
線

が
描
か
れ
る
。
一
、（
内
側
）
神
奈
川
宿
瀧
ノ
川
沖
（
出
洲
の
外
側
）
か
ら
横
浜
・

北
方
村
境
ま
で
（
全
二
四
ヶ
所
、最
浅
地
点
五
尺
、最
深
地
点
二
丈
四
尺
）、二
、

（
外
側
）
神
奈
川
宿
東
方
沖
（
出
洲
の
外
側
）
か
ら
北
方
村
・
本
牧
本
郷
村
境

ま
で
（
全
三
九
ヶ
所
、
最
浅
地
点
六
尺
、
最
深
地
点
三
丈
四
尺
）。
水
深
を
示

す
表
記
は
「
金
川
図
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。

・�「
金
川
図
」
に
の
み
、
海
上
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
書
き
込
み
（「
船
舶
投
錨
地
」
な

ど
）
が
あ
る
。
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図５「安政二卯年四五月中実測横浜金川砲台建築ニ付出張取調之測量地図」慶應義塾図書館蔵
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・�「
歴
博
図
」
に
の
み
、
現
在
の
中
区
元
浜
町
付
近
の
海
岸
部
に
「
大
船
製
造
小

屋
場
跡
」
と
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

　

以
上
の
差
異
を
考
え
る
と
、「
歴
博
図
」
は
「
金
川
図
」
よ
り
先
に
存
在
し
、「
金

川
図
」
は
「
歴
博
図
」（
あ
る
い
は
「
歴
博
図
」
の
も
と
と
な
っ
た
絵
図
）
を
ベ
ー

ス
と
し
て
、
作
製
者
が
必
要
な
情
報
を
書
き
加
え
た
図
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い

は
、両
図
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
た
よ
り
広
域
的
な
絵
図
が
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
「
金
川
図
」
に
は
「
安
政
二
卯
年
四
五
月
中
実
測
横
浜
金
川
砲
台
建
築
ニ
付
出

張
取
調
之
測
量
地
図
」
と
い
う
図
題
と
「
勝
麟
太
郎
」
の
名
が
同
筆
で
記
さ
れ
て

お
り
、
絵
図
の
作
製
年
代
・
作
製
者
を
知
る
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
図

題
を
素
直
に
解
す
る
な
ら
ば
、安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
四
・
五
月
に
「
金
川
砲
台
」

（
神
奈
川
台
場
）
建
築
の
た
め
に
勝
海
舟
が
現
地
に
「
出
張
」
し
て
「
実
測
」
し

た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
（「
実
測
」「
測
量
」
し
た
対
象
が
本
図
の
描

く
地
域
か
、
あ
る
い
は
台
場
予
定
地
か
は
読
み
取
り
に
く
い
）。
し
か
し
、
勝
が

神
奈
川
台
場
の
設
計
依
頼
を
受
け
た
の
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
一
二
月
頃
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
安
政
二
年
段
階
で
勝
が
同
台
場
建
築
の
た
め
に
神
奈
川
近
辺

に
出
張
し
た
と
い
う
の
は
辻
褄
が
合
わ
な
い
。
仮
に
、
神
奈
川
台
場
の
描
線
・
図

題
は
安
政
五
年
以
降
に
勝
が
書
き
加
え
た
も
の
と
考
え
る
に
せ
よ
⑴
、「
金
川
図
」

の
地
図
作
製
年
代
を
安
政
二
年
四
・
五
月
と
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

安
政
二
年
四
・
五
月
頃
の
海
舟
の
動
静
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
海
舟
は
こ
の
年

の
一
月
一
八
日
に
調
所
（
の
ち
洋
学
所
・
蕃
書
調
所
）
出
役
を
命
じ
ら
れ
、
大
坂

近
海
・
伊
勢
海
岸
の
検
分
の
た
め
同
二
三
日
に
江
戸
を
出
発
、
四
月
三
日
に
帰
府

し
て
い
る
。
そ
し
て
長
崎
海
軍
伝
習
所
の
幹
部
伝
習
生
と
し
て
勝
に
長
崎
派
遣
の

命
が
出
さ
れ
た
の
は
七
月
二
九
日
で
あ
る
。江
戸
帰
府
か
ら
長
崎
出
発
ま
で
の
間
、

勝
海
舟
は
天
文
方
の
西
洋
書
の
目
録
作
成
や
、
オ
ラ
ン
ダ
献
上
の
電
信
機
の
組
み

立
て
実
演
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
た
と
い
う
⑵
。
こ
の
時
期
の
勝
は
江
戸
に
あ
っ

て
神
奈
川
付
近
に
出
張
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
が
、
勝
や
幕
府
関
係
者
が

横
浜
・
神
奈
川
（
あ
る
い
は
金
沢
ま
で
）
を
こ
の
時
期
に
測
量
し
た
と
い
う
別
の

史
料
は
、今
回
の
簡
便
な
調
査
で
は
見
出
せ
て
い
な
い
。
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
以
降
に
横
浜
・
神
奈
川
地
域
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
く

る
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、「
金
川
図
」
の
図
題
を
も
と
に
「
金
川
図
」（
あ
る

い
は
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
地
図
）
の
作
製
年
代
・
作
製
者
を
推
断
す
る
の
は
現

時
点
で
は
控
え
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
金
川
図
」
と
「
歴
博
図
」
の
も
と
と
な
っ
た
実
測
成
果
は

同
一
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、「
歴
博
図
」
の
成
り
立
ち
を
考
え
る
う
え
で
「
金

川
図
」
を
め
ぐ
る
検
討
は
大
き
な
ヒ
ン
ト
と
な
り
う
る
。

旭
日
丸
の
艤
装
場

　
「
歴
博
図
」
の
年
代
を
考
え
る
う
え
で
注
目
し
た
い
の
は
、
横
浜
村
海
岸
部
に

あ
る
「
大
船
製
造
小
屋
場
跡
」
の
書
き
込
み
で
あ
る
。「
大
船
」
と
は
、
横
浜
村

で
艤
装
工
事
を
お
こ
な
っ
た
洋
式
帆
船
旭
日
丸
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

横
浜
村
で
の
旭
日
丸
建
造
に
つ
い
て
は
、
安
達
裕
之
「
厄
介
丸
こ
と
旭
日
丸
」

（『
海
事
史
研
究
』
第
四
一
号
、
一
九
八
四
年
）、
菊
池
俊
夫
「
横
浜
近
代
造
船

史
・
前
史　

旭
日
丸
と
横
浜
」（『
郷
土
神
奈
川
』
第
二
一
号
、
一
九
八
八
年
）、

阿
部
征
寛
「
横
浜
村
の
造
船
所
（
艤
装
場
）」（『
開
港
の
ひ
ろ
ば
』
第
二
六
号
、

一
九
八
九
年
）
な
ど
の
成
果
が
あ
る
が
、
艤
装
工
事
を
お
こ
な
っ
た
具
体
的
な
場

所
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
て
い
な
か
っ
た
。「
歴
博
図
」
は
そ
の
場
所
を
示
す
貴
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重
な
資
料
と
い
え
る
。

　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
一
一
月
、
幕
命
を
受
け
た
水
戸
藩
は
藩
士
鱸
半
兵
衛

を
主
任
と
し
、
翌
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
正
月
四
日
か
ら
石
川
島
に
お
い
て

洋
式
帆
船
の
建
造
を
開
始
す
る
⑶
。
し
か
し
、
一
一
月
二
日
に
進
水
し
て
転
覆
⑷
、

船
体
を
引
き
起
こ
し
て
進
水
式
を
挙
行
し
た
の
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
正
月

二
二
日
の
こ
と
で
あ
る
⑸
。
そ
の
後
、
船
体
は
横
浜
に
移
さ
れ
、
艤
装
工
事
が
施

さ
れ
る
。

　

同
年
二
月
一
日
、
前
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
は
老
中
阿
部
正
弘
に
「
此
度
於
佃
島

出
来
候
大
船
御
指
置
場
に
も
又
ハ
此
後
大
船
製
造
の
為
に
も
不
苦
候
ハ
ヽ
浦
賀
辺

迄
之
所
拙
家
々
来
并
水
主
の
者
遣
し
、
岸
通
り
深
浅
等
測
セ
候
て
も
苦
か
る
間
敷

哉
⑹
」
と
問
い
合
わ
せ
て
お
り
、
大
船
製
造
の
た
め
浦
賀
周
辺
の
測
量
を
企
図
し

て
い
る
が
、
横
浜
周
辺
も
測
量
の
対
象
と
し
て
い
た
か
否
か
は
判
然
と
し
な
い
。

　

旭
日
丸
の
横
浜
移
送
決
定
は
四
月
一
四
日
の
こ
と
で
あ
る
が
⑺
、
実
際
に
旭
日

丸
が
横
浜
に
移
送
さ
れ
た
明
確
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
神
奈
川
宿
石
井
本
陣
に

残
さ
れ
た
安
政
二
年
の
「
御
用
留
」
に
は
大
船
製
造
掛
が
保
土
ヶ
谷
・
神
奈
川
・

川
崎
宿
間
の
村
役
人
に
宛
て
た
六
月
一
九
日
付
の
触
書
が
収
載
さ
れ
て
お
り
、
そ

こ
に
は
「
大
船
製
造
御
用
御
材
木
板
類
風
烈
ニ
而
流
木
い
た
し
候
間
、
浦
々
流
寄

候
ハ
ヽ
留
置
、
横
浜
村
大
船
製
造
場
所
へ
可
申
出
候
事
⑻
」
と
あ
る
。「
横
浜
村

大
船
製
造
場
所
」
へ
の
報
告
を
命
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
旭
日
丸
が

横
浜
に
移
送
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

旭
日
丸
の
横
浜
移
送
の
時
期
は
、
安
政
二
年
四
月
一
四
日
か
ら
六
月
一
九
日
の
間

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
金
川
図
」
の
書
き
込
み
に
あ
る
よ
う
に
安
政
二
年
四
月
か
ら
五
月
の
間
に
勝

海
舟
が
神
奈
川
・
横
浜
沖
を
実
測
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
期
は
旭
日
丸
の

横
浜
移
送
が
決
定
し
た
同
年
四
月
一
四
日
か
ら
実
際
に
移
送
さ
れ
た
六
月
一
九
日

以
前
の
時
期
と
お
お
よ
そ
重
な
る
。
一
方
、「
歴
博
図
」
の
「
大
船
製
造
小
屋
場

跡
」
と
い
う
書
き
込
み
が
追
筆
で
な
く
、
作
製
時
に
書
き
込
ま
れ
た
と
す
る
な
ら

ば
、
同
図
の
作
製
時
期
は
旭
日
丸
の
艤
装
工
事
完
了
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
旭
日
丸
の
艤
装
工
事
が
完
了
し
、「
大
船
製
造
小
屋
場
」
が
跡
地
に

な
っ
た
の
は
い
つ
だ
ろ
う
か
。
正
確
な
時
期
は
判
然
と
し
な
い
が
、
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）
五
月
二
三
日
に
は
「
横
浜
御
船
出
来
候
間
⑼
」
と
い
う
状
態
で
あ
り
、

同
年
六
月
二
九
日
夕
方
に
は
旭
日
丸
が
品
川
沖
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で

き
る
の
で
⑽
、
お
お
よ
そ
こ
の
間
に
「
大
船
製
造
小
屋
場
」
が
引
き
払
わ
れ
た
と

考
え
ら
え
る
。

　

ま
た
、「
歴
博
図
」
に
は
神
奈
川
宿
の
子
安
境
付
近
に
台
場
の
位
置
が
黒
線

の
囲
み
で
示
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
一
一
月
に
完

成
し
た
並
木
町
の
台
場
で

あ
る
⑾
。
さ
ら
に
同
年
、
薩

摩
藩
建
造
の
洋
式
帆
船
大

元
丸
の
修
復
が
横
浜
で
お

こ
な
わ
れ 

、
一
二
月
二
五

日
に
は
薩
摩
藩
船
手
下
目

付
岩
切
与
兵
衛
が
「
御
用
船

大
元
丸
御
修
復
場
小
屋
」
引

払
い
の
入
札
を
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
正
月
三
日
に

図 6　「〔神奈川より金沢まで沿岸図〕」（並木台場周辺）
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実
施
す
る
旨
、
神
奈
川
宿
役
人
に
通
達
し
て
い
る
⑿
。
大
元
丸
の
作
業
は
「
製
造
」

で
は
な
く
「
修
復
」
で
あ
る
が
、
こ
の
修
復
場
が
旭
日
丸
の
艤
装
場
を
引
き
継
い

だ
も
の
と
す
れ
ば
、
引
払
い
の
入
札
後
に
「
大
船
製
造
小
屋
場
跡
」
と
表
現
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
大
船
製
造
小
屋
場
跡
」
の
文
言
や
並
木
町
の
台
場
が
「
歴

博
図
」
作
製
時
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、「
歴
博
図
」
の
作
製
時

期
は
、
並
木
町
の
台
場
が
完
成
し
た
安
政
四
年
一
一
月
以
降
、
あ
る
い
は
大
元
丸

修
復
後
に
「
御
修
復
場
小
屋
」
が
払
い
下
げ
ら
れ
る
安
政
五
年
正
月
三
日
以
降
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

開
港
地
の
模
索

　
「
歴
博
図
」
に
は
神
奈
川
沖
の
出
洲
か
ら
横
浜
・
北
方
村
境
、
同
じ
く
北
方
・

本
牧
本
郷
村
境
ま
で
の
水
深
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
作
製
者
が
大
型
船
の

出
入
港
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
海
防
掛
目
付
岩
瀬
忠
震
が
横
浜

開
港
を
主
張
し
た
の
が
安
政
四
年
一
一
月
六
日
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
⒀
、

「
歴
博
図
」
は
幕
府
が
横
浜
開
港
の
可
能
性
を
模
索
す
る
中
で
作
製
し
た
可
能
性

が
高
い
。

　

そ
こ
で
横
浜
開
港
を
め
ぐ
る
幕
府
と
ア
メ
リ
カ
総
領
事
ハ
リ
ス
と
の
交
渉
過
程

を
確
認
し
て
お
こ
う
。
安
政
四
年
一
二
月
四
日
に
ハ
リ
ス
が
老
中
堀
田
正
睦
に
提

出
し
た
「
日
本
国
亜
米
利
加
合
衆
国
修
好
通
商
条
約
草
案
」
の
第
三
条
に
は
、
開

港
・
開
市
候
補
地
と
し
て
大
坂
・
長
崎
・
平
戸
・
京
都
・
江
戸
・
品
川
と
い
っ
た

場
所
が
挙
が
っ
て
い
る
の
み
で
、
横
浜
・
神
奈
川
の
記
載
は
な
い
⒁
。

　

神
奈
川
開
港
案
が
ハ
リ
ス
に
示
さ
れ
た
の
は
一
二
月
一
一
日
の
交
渉
時
で
あ

り
、
幕
府
側
が
提
案
し
た
も
の
で
あ
っ
た
⒂
。
安
政
五
年
四
月
二
三
日
に
井
伊
直

弼
が
大
老
に
就
任
し
、
六
月
一
九
日
に
岩
瀬
忠
震
・
井
上
清
直
を
全
権
と
し
て
日

米
修
好
通
商
条
約
一
四
か
条
お
よ
び
貿
易
章
程
七
か
条
が
調
印
さ
れ
た
も
の
の
、

開
港
地
を
神
奈
川
宿
と
横
浜
村
の
ど
ち
ら
に
置
く
か
は
引
き
続
き
議
論
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
同
年
七
月
八
日
、
幕
府
は
海
防
掛
を
廃
止
し
、
新
た
に
外
国
奉
行

を
置
い
て
対
外
事
務
全
般
を
担
わ
せ
た
。
八
月
四
日
、
外
国
奉
行
等
は
神
奈
川
周

辺
を
実
地
見
分
し
、
幕
閣
で
の
評
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
評
議
に
お
い
て
、

神
奈
川
に
つ
い
て
は
東
海
道
が
通
っ
て
い
る
た
め
外
国
人
が
居
留
す
る
と
通
行
に

支
障
が
出
る
、
遠
浅
で
船
着
が
よ
く
な
い
と
い
っ
た
欠
点
が
あ
る
一
方
、
横
浜
に

つ
い
て
は
船
着
に
適
し
て
い
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
⒃
。
ま

た
、「
神
奈
川
と
申
ハ
素
よ
り
一
湾
中
を
指
候
義
ニ
付
、
強
而
不
相
当
之
儀
も
有

之
間
敷
⒄
」
と
い
う
よ
う
に
、
神
奈
川
・
横
浜
を
一
体
の
空
間
（「
一
湾
中
」）
と

し
て
捉
え
る
考
え
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
外
国
奉
行
の
岩
瀬
は
条
約
の
規
定
を

重
視
す
る
観
点
か
ら
、
あ
く
ま
で
神
奈
川
を
開
港
す
る
べ
き
と
反
論
し
て
い
る
。

結
局
、
こ
の
時
の
評
議
で
は
開
港
地
候
補
の
決
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、「
い

つ
れ
絵
図
面
を
以
談
判
い
た
し
可
然
と
存
候
事
⒅
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
段
階

で
す
で
に
絵
図
面
が
存
在
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
仮
に
存
在

し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
当
然
こ
の
評
議
に
用
い
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
段
階
で
は
絵
図
面
は
存
在
せ
ず
、
開
港
地
選
定
に
有
益
な
情
報
を

記
し
た
絵
図
面
が
新
た
に
作
製
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
二
月
一
日
、
外
国
奉
行
永
井
尚
志
・
井
上
清
直
・
堀

利
熈
・
目
付
加
藤
則
著
と
ハ
リ
ス
は
神
奈
川
宿
本
陣
に
お
い
て
開
港
地
選
定
の
交

渉
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の
交
渉
に
絵
図
面
が
用
い
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
が
、
交
渉
内
容
と
「
歴
博
図
」
の
記
載
と
が
対
応
す
る
部
分
も
見
受
け
ら
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れ
る
。
そ
こ
で
、「
山
」「
川
」「
道
」「
村
界
」「
台
場
」
な
ど
、「
歴
博
図
」
を
特

徴
付
け
る
記
載
と
開
港
地
を
め
ぐ
る
交
渉
内
容
と
の
相
関
性
を
探
っ
て
み
よ
う
。

　

ハ
リ
ス
は
横
浜
・
神
奈
川
間
が
二
里
も
離
れ
、
か
つ
河
川
を
挟
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
幕
府
が
推
す
横
浜
を
開
港
地
と
す
る
に
は
山
坂
を
造
成
し
て
橋
を
か
け
る

な
ど
莫
大
な
費
用
を
要
す
る
と
し
て
、
神
奈
川
宿
本
陣
か
ら
二
〇
〇
間
程
離
れ
た

東
海
道
脇
、
あ
る
い
は
並
木
町
の
台
場
の
周
囲
を
造
成
し
て
商
館
を
設
置
し
た
い

と
主
張
し
て
い
る
⒆
。
一
方
、
外
国
奉
行
等
は
横
浜
・
神
奈
川
間
の
距
離
に
つ
い

て
は
「
陸
路
ニ
而
者
、
二
里
程
隔
候
迚
も
舟
路
之
弁
利
ハ
宜
、
殊
ニ
此
上
海
岸
筋

在
来
之
小
道
を
手
入
い
た
し
、
川
筋
壱
ヶ
所
分
ハ
、
兼
而
埋
立
候
見
込
故
、
夫
々

出
来
之
上
者
、
左
迄
不
都
合
之
も
の
ニ
も
無
之
候
」⒇
と
し
て
お
り
、
開
港
地
選

定
に
お
い
て
は
横
浜
・
神
奈
川
間
の
「
山
」「
川
」「
道
」「
台
場
」
の
位
置
が
論

点
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
将
来
的
な
開
港
地
の
拡
張
に
つ
い
て
、
外
国
奉
行
等

は
「
其
場
所
ニ
寄
、
村
境
或
ハ
寺
院
其
外
難
引
境
内
等
有
之
候
節
ハ
、
広
ヶ
方
差

支
無
之
共
難
申
候
」㉑ 

と
述
べ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
村
の
境
界
は
開
港
地
の

範
囲
を
規
定
す
る
要
件
た
り
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

二
月
四
日
の
交
渉
に
お
い
て
、
街
道
を
付
け
替
え
な
け
れ
ば
横
浜
は
発
展
し
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ハ
リ
ス
に
対
し
、
外
国
奉
行
等
は
「
夫
ハ
心
配
ニ
者
不

及
、
横
浜
迚
も
、
行
留
り
ニ
者
無
之
、
金
沢
、
浦
賀
等
江
之
往
来
ニ
有
之
」㉒
と
回
答

し
て
い
る
。
開
港
地
と
し
て
の
横
浜
の
発
展
性
に
関
す
る
議
論
は
道
の
在
り
様
と

密
接
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。「
歴
博
図
」
の
作
製
者
が
金
沢
ま

で
を
描
い
た
意
図
は
、
横
浜
の
開
放
性
や
交
通
の
利
便
性
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
歴
博
図
」
の
作
製
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
並

木
町
の
台
場
が
建
造
さ
れ
た
安
政
四
年
一
一
月
か
ら
横
浜
が
開
港
す
る
安
政
六
年

六
月
の
間
、
海
防
か
ら
開
港
へ
と
対
外
関
係
が
変
化
す
る
過
渡
期
、
開
港
地
選
定

の
過
程
に
お
い
て
作
製
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

三
、
当
該
地
域
を
描
い
た
絵
図

　

本
「
歴
博
図
」
に
描
か
れ
た
範
囲
（
神
奈
川
宿
～
金
沢
）
の
み
を
丁
寧
に
写
し

た
絵
図
は
珍
し
く
、
近
世
に
お
い
て
は
本
図
以
外
に
は
思
い
当
た
ら
な
い
㉓
。
し

か
し
、
こ
の
範
囲
を
含
む
絵
図
は
開
港
期
以
前
か
ら
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
こ

こ
で
は
、
当
該
地
域
を
描
い
た
江
戸
時
代
後
期
の
絵
図
を
瞥
見
し
、
本
図
の
位
置

づ
け
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
た
い
。

「
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
」

　

近
世
に
描
か
れ
た
実
測
的
な
絵
図
と
い
う
と
、
ま
ず
は
伊
能
図
（「
大
日
本
沿

海
輿
地
全
図
」）
が
思
い
浮
か
ぶ
。
寛
政
一
三
年
（
享
和
元
年
・
一
八
〇
一
）
四

月
二
日
、
江
戸
を
出
立
し
た
伊
能
忠
敬
は
、
三
浦
半
島
、
伊
豆
半
島
、
そ
し
て
踵

を
か
え
し
て
東
北
地
方
太
平
洋
岸
の
測
量
を
お
こ
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
第
二
次

測
量
」
と
呼
ば
れ
る
、
忠
敬
の
初
期
の
測
量
旅
行
で
あ
る
。
こ
の
途
次
、
忠
敬

は
現
在
の
横
浜
市
域
に
も
足
を
踏
み
入
れ
測
量
を
お
こ
な
っ
て
い
る
㉔
。
そ
の
測

量
成
果
で
あ
る
伊
能
大
図
（「
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
」
第
九
三
図
、
文
政
四
年

（
一
八
二
一
）、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
頃
写
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
と
「
歴

博
図
」
を
比
較
す
る
と
、
縮
尺
（
伊
能
大
図
は
三
万
六
〇
〇
〇
分
の
一
）
の
関
係

も
あ
っ
て
あ
き
ら
か
に
「
歴
博
図
」
の
ほ
う
が
精
密
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
と
に
、
帷
子
川
河
口
部
や
本
牧
・
富
岡
・
金
沢
八
景
付
近
の
沿
岸
部
の

描
き
方
は
相
当
異
な
っ
て
い
る
。
徳
島
大
学
名
誉
教
授
平
井
松
午
氏
の
ご
教
示
に

よ
れ
ば
、測
線
の
位
置
も
伊
能
図
と
「
歴
博
図
」
で
は
異
な
っ
て
お
り
、「
歴
博
図
」
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は
伊
能
図
と
は
別
の
実
測
図
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
と
い
う
。
つ
ま
り
、伊
能
図
は
「
歴
博
図
」

の
ベ
ー
ス
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

「
武
蔵
相
模
上
総
安
房
海
面
要
路
之
図
」

　

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
英
艦
マ
リ
ナ
ー

号
の
浦
賀
測
量
を
契
機
と
し
て
、
幕
府
は
こ
の

年
、
海
岸
沖
合
の
水
深
を
測
り
絵
図
に
し
て
提

出
す
る
こ
と
を
全
国
の
大
名
・
旗
本
に
命
じ
た
㉕
。

こ
と
に
、
江
戸
湾
（
東
京
湾
）
は
「
首
都
」
江

戸
に
通
じ
る
海
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
防
備

が
重
要
視
さ
れ
、
沿
岸
部
を
描
い
た
絵
図
が
少

な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
「
武
蔵
相
模
上
総
安
房
海
面
要
路

之
図
」（
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
～
嘉
永
六

年
（
一
八
五
三
）
頃
、横
浜
市
歴
史
博
物
館
蔵
）

は
、
江
戸
湾
沿
岸
全
体
を
範
囲
と
し
て
道
路
・

地
名
（
村
名
）・
水
深
・
陣
屋
・
台
場
等
を
表

示
し
、
江
戸
湾
の
防
備
体
制
を
図
示
す
る
も
の

で
あ
る
。
神
奈
川
～
金
沢
の
沿
岸
部
に
つ
い
て

も
、
防
備
情
報
の
ひ
と
つ
と
し
て
二
点
間
の
距

離
が
朱
線
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
三
浦
半
島
・

房
総
半
島
南
部
に
く
ら
べ
る
と
書
き
込
ま
れ
る

情
報
は
少
な
い
。
こ
れ
は
当
時
の
防
備
の
重
点

が
江
戸
湾
南
部
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る

図 7　「大日本沿海輿地全図」（第 93図、部分）国立国会図書館蔵
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も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、

本
図
は
「
歴
博
図
」「
伊
能
図
」
よ
り
描
写
が
お

お
ま
か
で
、
お
よ
そ
実
測
的
な
も
の
で
は
な
い
。

　

神
奈
川
～
金
沢
地
域
は
、
近
世
後
期
の
江
戸
湾

防
備
と
関
係
し
て
幕
府
の
視
野
に
入
り
絵
図
に

描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
ベ
ー
ス
に
実
測

的
な
地
図
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

「
江
戸
湾
深
浅
測
量
図
」

　

江
戸
湾
全
体
を
描
い
た
図
と
し
て
、「
歴
博
図
」

「
金
川
図
」
と
の
関
係
か
ら
挙
げ
て
お
き
た
い
の

が
「
江
戸
湾
深
浅
測
量
図
」（
横
浜
み
な
と
博
物

館
蔵
）
で
あ
る
。
本
図
の
作
者
は
佐
藤
政
養
。

勝
海
舟
の
門
下
生
で
あ
り
、
海
舟
の
内
侍
（
家

来
・
従
者
）
と
い
う
立
場
な
が
ら
、
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
か
ら
六
年
（
一
八
五
九
）
ま
で
長

崎
海
軍
伝
習
所
で
西
洋
の
諸
学
問
を
学
び
、
明
治

五
年
（
一
八
七
二
）
に
『
測
量　

三
角
惑
問
』
と

い
う
測
量
技
術
書
を
著
し
た
人
物
で
あ
る
。
増
田

恒
男
氏
は
、
佐
藤
と
勝
の
間
柄
か
ら
本
図
が
「
金

川
図
」
と
同
時
期
（
安
政
二
年
）
に
作
製
さ
れ
た

可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
㉖
。
た
だ
し
、
本
図
の

横
浜
村
部
分
に
描
か
れ
る
四
角
形
が
安
政
六
年

に
造
成
さ
れ
た
開
港
場
を
示
し
て
い
る
よ
う
に

図 8　「武蔵相模上総安房海面要路之図」（部分）横浜市歴史博物館蔵
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も
見
え
、
作
製
年
代
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
推
断

を
控
え
た
い
。

　

本
図
は
江
戸
湾
全
域
に
わ
た
っ
て
水
深
を
示

し
た
漢
数
字
が
記
入
さ
れ
て
い
る
一
種
の
「
海

図
」
で
あ
る
。
横
浜
村
と
神
奈
川
宿
の
あ
い
だ
に

も
水
深
を
示
し
た
ポ
イ
ン
ト
が
何
ヶ
所
か
見
え

る
が
、「
歴
博
図
」
ほ
ど
頻
繁
に
測
深
ポ
イ
ン
ト

を
置
い
て
お
ら
ず
、
ま
た
相
互
に
デ
ー
タ
を
参
照

し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
く
わ
え
て
、
沿
岸
部

や
干
潟
（
洲
）
の
表
現
・
範
囲
か
ら
も
「
歴
博
図
」

を
も
と
に
し
た
可
能
性
は
薄
い
。
本
図
の
よ
う
な

江
戸
湾
・
横
浜
周
辺
部
の
水
深
を
示
す
近
代
海
図

の
先
駆
け
を
と
も
言
う
べ
き
地
図
は
、
長
崎
海
軍

伝
習
所
の
伝
習
生
ら
に
よ
っ
て
、
安
政
末
年
か
ら

文
久
期
（
一
八
六
一
～
一
八
六
四
）
に
作
製
さ
れ

て
い
く
㉗
。「
歴
博
図
」
と
は
性
格
が
異
な
る
資

料
だ
が
、「
歴
博
図
」「
金
川
図
」
の
成
り
立
ち
を

考
え
る
う
え
で
念
の
た
め
視
野
に
入
れ
て
お
き

た
い
絵
図
で
あ
る
。

「
御
持
場
海
岸
分
見
画
図
」

　

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
六
月
に
横
浜
が
開
港

さ
れ
る
と
、
横
浜
の
開
港
場
を
描
く
地
図
が
多
数

作
製
・
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
多
く
は

図 9　「江戸湾深浅測量図」（部分）横浜みなと博物館蔵
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実
測
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
安
政
六
年
秋
の
作
製
と
さ
れ
る
「
御
持
場
海
岸
分

見
画
図
」（
松
平
文
庫
蔵
・
福
井
県
文
書
館
保
管
）
は
、
横
浜
と
そ
の
周
辺
部
を

実
測
的
に
描
い
た
も
の
と
し
て
「
歴
博
図
」
と
の
比
較
が
必
要
な
図
で
あ
ろ
う
。

　

本
図
は
幕
府
よ
り
横
浜
・
本
牧
の
警
備
を
命
じ
ら
れ
た
越
前
国
福
井
藩
松
平
家

が
、
そ
の
担
当
地
域
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
絵
図
の
描
写
範
囲
は
、
神
奈
川
宿

と
横
浜
道
の
分
岐
点
か
ら
戸
部
村
～
野
毛
浦
～
横
浜
開
港
場
、
さ
ら
に
本
牧
一
帯

ま
で
で
、
そ
の
範
囲
は
「
歴
博
図
」
よ
り
狭
い
。
し
か
し
、
各
地
域
の
土
地
利
用

の
描
写
が
細
か
く
、
坂
名
・
谷
戸
名
・
字
名
ま
で
記
さ
れ
る
な
ど
情
報
量
は
「
歴

博
図
」
よ
り
多
い
。
ま
た
、海
岸
部
や
道
路
の
描
き
方
は
「
歴
博
図
」
と
は
異
な
っ

て
お
り
、
開
港
前
後
に
改
め
て
実
測
や
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
て
作
製
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
図
の
作
製
時
点
に
お
い
て
す
で
に
「
歴
博
図
」
は
成
立
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
本
図
の
ベ
ー
ス
と
し
て
「
歴
博
図
」
が
使
用
さ
れ
た
よ

う
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　

横
浜
市
域
周
辺
は
伊
能
図
以
降
も
、
外
国
艦
船
の
接
近
や
横
浜
開
港
と
い
っ
た

対
外
関
係
の
情
勢
変
化
に
と
も
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
図
か
ら
絵
図
が
作
製
さ

れ
て
き
た
。
嘉
永
期
（
一
八
四
八
～
一
八
五
四
）
ま
で
は
お
も
に
外
国
艦
船
に
対

す
る
「
海
防
」
と
い
う
観
点
か
ら
江
戸
湾
全
域
の
様
相
が
描
か
れ
、
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）
の
横
浜
開
港
以
降
は
、
国
際
貿
易
都
市
と
し
て
発
展
す
る
横
浜
開

港
場
と
そ
の
周
辺
地
域
・
海
域
が
丁
寧
に
描
写
さ
れ
る
。
本
図
は
そ
の
ふ
た
つ
の

時
期
の
狭
間
に
作
製
さ
れ
た
も
の
で
、
西
洋
艦
船
の
建
造
や
開
港
場
の
選
定
と
関

係
し
て
、
幕
府
有
司
が
神
奈
川
・
横
浜
周
辺
部
に
注
目
し
は
じ
め
た
時
期
と
重
な

る
。

　

本
図
は
神
奈
川
宿
～（
後
の
）
横
浜
開
港
場
～
金
沢
と
い
う
、
現
在
の
横
浜
市

域
沿
岸
部
を
お
お
よ
そ
カ
バ
ー
す
る
範
囲
を
、
初
め
て
ひ
と
つ
の
フ
レ
ー
ム
に
入

れ
た
と
い
う
点
も
興
味
深
い
。
こ
の
フ
レ
ー
ム
は
、
海
防
と
い
う
江
戸
湾
全
域
へ

の
視
線
が
、
横
浜
開
港
場
周
辺
と
い
う
よ
り
限
定
さ
れ
た
地
域
に
変
化
し
て
い
く

過
渡
期
に
生
じ
て
い
る
。
神
奈
川
・
横
浜
が
開
港
場
に
決
定
さ
れ
る
前
段
階
で
、

本
図
の
作
製
を
命
じ
た
者
に
は
こ
の
地
域
を
一
体
的
に
と
ら
え
て
細
か
く
吟
味
す

る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
六
〇
〇
〇
分
の
一
と
い
う
大
縮
尺
で

精
密
に
描
か
れ
た
本
図
が
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

本
図
の
作
製
年
代
と
作
製
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
周
辺
の
歴
史
資
料
を
さ
ら
に

丹
念
に
博
捜
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
博
捜
と
本
図
の
分
析
か
ら
、

横
浜
開
港
の
重
要
な
前
史
が
見
え
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
図
は
開
港
直
前
の

横
浜
市
域
を
精
緻
に
観
察
で
き
る
貴
重
な
絵
図
で
あ
る
と
と
も
に
、
横
浜
が
開
港

地
に
選
ば
れ
る
ま
で
の
過
程
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
鍵
と
も
な
り
え
る
で
あ
ろ

う
。

註⑴　

増
田
恒
男
氏
は
す
で
に
、「
金
川
図
」
の
図
題
と
神
奈
川
台
場
の
描
線
は
、

安
政
五
年
に
同
台
場
の
設
計
依
頼
を
受
け
て
か
ら
勝
が
書
き
足
し
た
の
で
は
な

い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
増
田
恒
男「
神
奈
川
台
場
考
―
―（
改
訂
稿
）」（『
大

倉
山
論
集
』
第
五
八
輯
、
二
〇
一
二
年
）
一
五
三
頁
。

⑵　

松
浦
玲
『
勝
海
舟
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
八
一
頁
。
な
お
、
増
田

恒
男
氏
は
「
横
浜
・
神
奈
川
の
測
量
を
（
安
政
二
年
四
月
・
五
月
に
、
吉
崎
註

記
）
す
る
時
間
的
余
裕
は
充
分
あ
っ
た
」
と
し
、
そ
の
折
に
お
こ
な
っ
た
調
査
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の
成
果
が
「
安
政
二
卯
年
四
五
月
中
実
測
横
浜
金
川
砲
台
建
築
ニ
付
出
張
取
調

之
測
量
地
図
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
増
田
前
掲
論
文
）。

⑶　
『
水
戸
藩
史
料
』
上
編
乾
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
）
一
二
一
頁
。

⑷　

色
川
三
中
／
中
井
信
彦
校
注
『
片
葉
雑
記　

色
川
三
中
黒
船
風
聞
日
記
』（
慶

友
社
、
一
九
八
六
年
）
一
七
八
頁
。

⑸　

前
掲
『
水
戸
藩
史
料
』
上
編
乾
、
一
二
六
頁
。

⑹　

維
新
史
料
編
纂
事
務
局
編
『
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
』
安
政
二
年
二
月
一
日

条
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
、
Ａ
Ｎ
〇
二
六
―
一
〇
三
八
）。

⑺　

西
野
宣
明
「
松
寓
日
記
」（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）。

⑻　

安
政
二
年
「
御
用
留
」（
神
奈
川
宿
本
陣
石
井
家
文
書
・
神
奈
川
公
文
書
館

所
蔵
、
横
浜
開
港
資
料
館
複
製
本
Ｃ
ａ
五　

〇
二
―
三
―
一
）。

⑼　

前
掲
『
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
』
安
政
三
年
五
月
二
三
日
条
、
Ａ
Ｎ
〇
五
四

―
五
〇
四
。

⑽　

前
掲
『
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
』
安
政
三
年
六
月
二
九
日
条
、
Ａ
Ｎ
〇
五
四

―
四
九
六
。

⑾　

桑
原
真
人
・
田
中
彰
編
著
『
平
野
弥
十
郎
幕
末
・
維
新
日
記
』（
北
海
道
大

学
図
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
五
二
頁
。

⑿　

安
政
四
年
「
御
用
留
」（
神
奈
川
宿
本
陣
石
井
家
文
書
・
神
奈
川
公
文
書
館

所
蔵
、
横
浜
開
港
資
料
館
複
製
本
Ｃ
ａ
五　

〇
二
―
三
―
二
）。

⒀　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
文
書　

幕
末
外
国
関
係
文
書
之

十
八
』
八
九
号
（
復
刻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
）
五
四
八
頁
。

⒁　

同
右
・
一
七
三
号
、
五
二
四
頁
。

⒂　

同
右
・
一
七
八
号
、
五
四
八
頁
。

⒃　

同
稿
『
大
日
本
古
文
書　

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
二
十
一
』
一
三
七
号
（
同
）

二
六
〇
・
二
六
一
頁
。　

⒄　

同
右
、
二
六
一
頁
。　

⒅　

同
右
。　

⒆　

同
稿
『
大
日
本
古
文
書　

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
二
十
二
』
一
〇
一
号
（
同
、

一
九
七
三
年
）
二
七
一
・
二
七
二
頁
。　

⒇　

同
右
、
二
七
三
・
二
七
四
頁
。　

�　

同
右
、
二
七
六
頁
。　

�　

同
右
・
一
一
五
号
、
三
三
六
頁
。　

�　

た
だ
し
、
ひ
じ
ょ
う
に
粗
い
も
の
だ
が
、「
図
面
之
事
（
金
川
横
浜
へ
開
港

洲
干
へ
商
館
普
請
地
取
并
最
寄
高
低
道
路
絵
図
面
）」（
安
政
六
年
三
月
、
神
奈

川
県
立
公
文
書
館
寄
託
、
武
蔵
国
久
良
岐
郡
松
本
村
金
子
家
文
書
）
は
、
神
奈

川
宿
か
ら
横
浜
村
・
本
牧
周
辺
を
へ
て
金
沢
ま
で
を
描
い
て
い
る
。
画
像
は
横

浜
開
港
資
料
館
編
『
開
港
前
後
の
横
浜　

１
８
５
８
～
１
８
６
０
』（
公
益
財

団
法
人
横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団
、二
〇
一
九
年
）
二
一
頁
を
参
照
の
こ
と
。

�　

佐
久
間
達
夫
校
訂『
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
』第
一
巻（
大
空
社
、一
九
九
八
年
）。

�　

横
山
伊
徳
「
一
九
世
紀
日
本
近
海
測
量
に
つ
い
て
」（
黒
田
日
出
男
他
編
『
地

図
と
絵
図
の
政
治
文
化
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
二
九
〇
頁
。

�　

増
田
恒
男
『
佐
藤
政
養
と
そ
の
時
代
―
勝
海
舟
を
支
え
た
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト

―
』（
山
形
県
遊
佐
町
、
二
〇
二
〇
年
）
二
七
頁
。

�　

志
澤
政
勝
「
幕
末
明
治
の
横
浜
港
の
海
図
」（『
横
濱
』〔
神
奈
川
新
聞
社
〕

V
ol.

五
〇
、二
〇
一
五
年
）。

神
谷
大
介
・
吉
㟢
雅
規
〔
と
も
に
横
浜
開
港
資
料
館
調
査
研
究
員
〕


